
脱炭素先行地域　中間評価報告票

【先進性・モデル性の類型】

1-1.中間評価実施時点までの「実質ゼロ」の達成率
再エネ等の電力供給量（A） 省エネによる電力削減量（B） 民生部門の電力需要量（C）
13.9952167 （％） 0.55651437 （％）

6,517,428 （kWh/年） 259,163 （kWh/年）

再エネ等の供給量(kWh/年)
内訳

自家消費等 相対契約
再エネ
メニュー

証書

民生・家庭 戸建住宅

その他 1,509 6,657,708 190,141 190,141 76

民生・
業務その他

オフィス
ビル

商業施設

宿泊施設

その他 617 33,603,171 315,247 1,795,563 2,110,810 259,138 950

公共 公共施設 40 6,307,425 150,000 1,045,060 3,020,916 4,215,976 25 1,691

その他 2 664 501 501 0

合計 46,568,968 655,388 1,045,060 4,816,980 0 6,517,428 259,163 2,717

1-2.中間評価実施時点における新規再エネ導入量
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 累計

0 928 1,140 2,068

1-3.「実質ゼロ」の達成見通し
令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

15% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

（％）

種類
民生部門の
電力需要家

数量
電力需要量
(kWh/年)

省エネ等
による

電力削減量
(kWh/年)

CO2
排出削減量
(t-CO2)

備考

創出する再エネの
種類・導入技術等

高度なエネマネ（AI活用エネマネ）

（ + ）÷ 46,568,968 （kWh/年） ＝ 15

地域課題解決 その他（DXとの連携）
地域脱炭素の基盤創出 地域エネルギー会社との連携、地元人材育成、都道府県との連携、住民等の行動変容
需要家・エリア設定 市街地（オフィス街・業務ビル、商店街・商業施設等）

提案者名 会津若松市
共同提案者名 福島県、一般社団法人AiCTコンソーシアム、公立大学法人会津大学、会津若松卸商団地協同組合、株式会社東邦銀行
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2-1.共通KPIの進捗状況
■指標：脱炭素先行地域における域外へのエネルギー代金流出抑制額

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度
目標値 100,400,051 128,062,107 167,938,848 134,629,607 118,696,821 105,866,054 100,400,051 100,400,174

100,400,051 228,462,158 396,401,006 531,030,613 649,727,434 855,993,540 855,993,540 956,393,714

実績 10,971,420 15,074,793 131,575,292

10,971,420 26,046,214 157,621,506

2-2.個別KPIの進捗状況
■指標①：人口の社会動態（1月～12月の減少数（人））※計画当初にマイナス576人であるものを令和12年度にゼロする

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度
目標値 -448 -384 -320 -256 -192 -128 -64 0

-448 -384 -320 -256 -192 -128 -64 0
実績 -620 -415 -531

-620 -415 -531

■指標②：市内全産業の付加価値額（億円）
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

目標値 0.75 0.75 0.75 0.75 0.75 0.75 0.75 0.75
4,719.75 4,720.50 4,721.25 4,722.00 4,722.75 4,723.50 4,724.25 4,725.00

実績 算定中 算定中 算定中
算定中 算定中 算定中

■指標③：市内において発電・消費された再エネ電気の量
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

目標値 4,615,763 5,962,691 7,904,379 6,282,477 5,506,674 4,881,915 4,615,763 4,615,763

8,337,516 14,300,206 22,204,585 28,487,062 33,993,736 38,875,651 43,491,413 48,107,176

実績 2,521,809 367,003 4,876,478

6,243,562 6,610,565 11,487,043

3.横展開の可能性について

4.地域の将来ビジョンへの位置づけの状況

単年度
累計

実績詳細
・令和6年度は市独自補助事業による住宅への太陽光発電設備導入が増加。
・令和7年度は、令和6年度事業の市公共施設や民間施設への太陽光発電設備導入、環境配慮方針に基づく公共施設の
市内産再エネ100％メニューへの切り替え等により、市内で地産地消する再エネ電気量が大きく増加。

実績詳細 ・付加価値額の算定に必要な資料（地域経済循環分析用データ）の関係で算定が未了。
※令和7年10月末時点での最新データは令和2年度

単年度
累計

・市の最上位計画である「会津若松市第7次総合計画（平成29年2月策定）」では、歴史や伝統・文化、人間性や知性、地域の絆など、本市に深く根差し、息づいている
様々な「財産」に改めて光をあてつつ、古いしきたりや過去の前例にとらわれず、後の先例となるものを自ら作り出していくという「自我作古」という考え方のもと、
『ともに歩み、ともに創る「温故創しん」会津若松』をまちづくりのビジョン（基本理念）として掲げている。
・また、第７次総合計画に基づき策定した「第2期会津若松市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン（令和2年3月策定）」及び「第3期会津若松市まち・ひと・しごと総合
戦略」等において、「スマートシティ会津若松」の取組等を通じた地域の将来ビジョンを掲げている。
・加えて、令和6年3月に策定した「会津若松市第3期環境基本計画」及び「会津若松市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」において重点プロジェクトとして位置付
け、ゼロカーボンシティ会津若松の実現を目指している。

累計

単年度
累計
単年度
累計

実績詳細
・令和6年度は転入者3,340人、転出者3,755人となり415人の減少。
・令和7年度（10月末時点）は転入者2,786人、転出者3,317人となり531人の減少。

自治体内外への横展開に向けた方針の検討状況について

●自治体外への横展開
【会津若松市】
〇視察・ヒアリング等の受け入れを積極的に行っている。
　・令和6年度…6件　・令和7年度…3件
○外部の会議やセミナー等での事例発表を行っている。
　・令和7年度…GPNセミナー（約100人）※オンライン開催
〇「横浜市（平成30年度）」及び「京都市（令和3年度）」と再生可能エネルギーの活用を通じた連携協定を締結し、情報共有を図っていくこととしている。
【福島県】
〇県が主催する「ふくしまカーボンニュートラル実現会議市町村部会」において、令和６～７年度の２カ年にわたって市の取組を情報発信し、県内自治体への横展開を
図った。引き続き、令和8年度以降も実施を検討している。

●市内の先行地域外への横展開
【会津若松市】
〇普及啓発の取組により、市全域において理解醸成を図っている。
　・令和7年度…市内イベント3件（ブース出展）、市内団体への出前講座（1件）等

単年度
累計
単年度
累計

単年度
累計
単年度
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